Original Article by 平野,英男 & HIRANO,HIDEO
第 1号 平野: し尿消化の基礎的研究
し尿消化の基礎的研究
千葉大学医学部衛生学教室(主任 田波潤一郎教授〉
平野英男  
HIDEO HIRANO 
(昭和 40年 1月9日受付〉 
-61一
~1.緒 面向
人間の歴史と共にし尿はわれわれ人間に対し衛生
学上重大な影響を与えてきた。不衛生処理による伝
染病の発生，寄生虫病の伝播，河川 I海水の汚濁によ
る公害の発生等数多くの事例があげられる 1-15)。戦
後し尿の消化処理，化学処理など活発な研究が進め
られてきた。始めはし尿消化槽の数も少し規模も
小さなものであったが，化学肥料め進歩，下肥の使
用減少や都市人口の増大にともなか都市周辺の宅地
化などによって農村還元が減少した。環境衛生の向
上は下水道の完備なく Lては望めないものである
が，暫定的な処理方法として各都市でし尿処理施設 
を建設してきた。
し尿処理方法は従来より嫌気性し尿消化方式がそ 
の主流であったが，約 20日ないし 30日程の長い
日数を要するため，近来の都市人口の急激な集中化
にともない増加するし尿に対する対策として，消化
法の改良と促進について研究され，現在は薬剤によ
る化学処理法，好気性処理法，活性汚泥法の利用， 
発生ガス循環による高率消化法も行なわれてきてい 
る16)。そのいづれもより早く，より多くのし尿を処
理することを目的としている。
し尿処理の目的とするし尿の安定化，安全化は生
物処理および化学処理でも多くのし尿を限られた日 
数に限られた条件でなされるため，すべての有機物
を無機化，ガス化をはかることはとうてい不可能と
いわねばならない。
し尿消化槽機能の標示に関しての研究は，生物学
的酸素要求量 CBiochemicalOxygen Demand以下 
BODと略す)， 灼熱減量(有機物量)，発生ガス量
などについて綜合的な消化判定方法が試られてい
る17-23)。実際にし尿の消化法ならびに処理方法の差 
異により， し尿における変化は異なるが，消化また
は処理の状態を示す指標として BOD，COD，灼熱 
減量，有機酸の意義を解明することは極めて重要な
問題であるといわねばならない。本研究において
は，嫌気性処理および好気性処理を行なったし尿に
ついて遠心沈澱操作，セロハン膜を使用した流水透
析実験を用いて， し尿処理による物質的消長とその
試験成績を基に， し尿処理効果判定の基礎的研究を
行ない，さらにし尿消化に対する発生ガス循環によ
る捜持法とインペラ撹持法とによる差異を検討し，
さらにそれら実験の結果を基に検討し得られた知見
を報告する。
1. 実験材料ならびに測定方法 
II-A 実験材料
試料は昭和 39年 1月， 2月， 4月， 5月， 6月，
8月の 6回にわたる千葉市の一般家庭の汲取し尿
で，千葉し尿処理場の調整槽投入直後の生し尿であ
る。試料は実験に先だち前処理として 8mmX8mm
の金網で浦、過し，固型物および繊維物の粗大なもの
を取り除いたものを使用した。
II-B 測定方法
a) 生物化学的酸素要求量:BOD 
衛生試験法24)に準じ，稀釈法を用い，稀釈水は標
準稀釈水，解卵は 210C 5日法を採用し，溶存酸素
測定は柴田一millerの変法を用いた。
b) 化学的酸素消費量:COD 
下水試験法に定られたアルカリ性高温法に拠り，
測定は l/lONKMn04を用い，試料の稀釈および
過マンガン酸カリの消費率は一定とせず，毎回各検
体について適当とおもわれる数段階の稀釈を行ない
CODを求め， COD値の比較的変動の少い値を採 
用した。過マンガン酸カリの消費率では 20~らない
し 50%の範囲内である。
c) 灼熱減量および、灼熱残量

衛生試験法の下水試験の項に準じた。

d) アンモニア性窒素の定量(以下 NHa-Nと
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略す。〉
衛生試験法の下水試験の項に準じた。 
e) アルプミノイド窒素の定量(以下 AL-Nと
略す。〉
衛生試験法の下水試験の項に準じた。 
f) エーテル抽出物 
g) 有機酸アルカリ度 
Dilallo，Albertsonの DirectTitration法却を用
いた。 
h) 流水透析実験
米国 Visking社製の透析用セロハンチュープを
使用した。直径は 28.6mm，膜の孔径は 24Aであ
る。流水透析は低温実験室(室温 50C)にτ40時
間流水透析を行なった。
II-C 実験方法
実験処理槽として直径 11cm，高さ 45cmのガ
ラス製の嫌気鐘を用いて実験を行なった。実験は 
3'tC26)の加温条件で行なうため解卵器を用い，解卵
器外部より好気性処理，発生ガス捜持を行ないうる
ように僻卵器の横に 3コ，上部に 6コの導管口を取
り付け使用した。解卵器上部よりの導管に球入冷却
管を装置し，好気性処理，ガス捜梓による水分の蒸
発を防いだ、。 好気性処理およびガ‘ス撹持は毎分 4l
の送気で，ノズルは内径 6mmのガラス管を使用
ガス撹梓は図 1に示したようにコンプレッサーよ
りし尿中に送気し，解卵器上部の冷却管を通り，塩
化第二鉄液，アルカリ性ピロガロール液を通過し，
脱水槽を経てコンプレッサーに戻り， し尿実験槽に
再送入されるようにした。
実験中試料は実験処理槽の下部より採取して測定
に用いた。実験はすべて 3'tCの条件の下でパッチ
法を採用し種汚泥の添加は行なわなかった。 
II.実験成績
III-A 遠心沈殿による灼熱減量，灼熱残量の変 
化
生し尿を 4，000rpm遠心沈殿を行ない遠心沈殿
の時間と遠心上清し尿の灼熱減量，灼熱残量の変化 
は表1.に示した。 生し尿中の灼熱減量 11.92g/l 
が 4，000rpm5分の遠心洗殿でム清し尿の灼熱減
量は 6.38g/l，10分で 4.80g/l，15分で 4.63g/l. 
30分で 4.41g/lと， 10分で 60%の沈殿量を示
し以後漸次減少し， 灼熱残量は 9.66g/lより 5分
では 8.83g/l，30分の遠心沈殿によっても 9.10g/1
表1. 遠心時間と灼熱減量と灼熱残量
遠心時間 灼熱減量 灼熱残量(分〉
し27う 1日 12時間送気し捜持した。インベラは実
験処理槽内のし尿が好気性処理およびガス撹持と同
じ程度の撹持になるようにプロペラの角度ならびに
モーターの回転速度を規制した。撹持に使用したモ
ーターは解卵器内に装置し，撹持によってガスの漏
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11.92g/l 9.66 g/l 
6..38 8.88 
4.80 8.94 
4.63 9.07 
4.29 9.11 
4.41 9.10 
れぬことを確めた後実験を行なった。嫌気性静置し
尿は 1日2回振謹し発生したスカムを破壊した。 4，000 rpm 
とほとんど変化はなく， し尿の
無機物の 95%前後は溶解性で
ある。灼熱減量の 60%は 10
分以内に沈殿し漸次減少する 
P'礼
←一透析値室。
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図1.実験装置模式図 図の示し方 
第 1号 平野: し尿消化の基礎的研究 -63ー
表 2.嫌気性処理，好気性処理の BOD5 変化 (ppm)
嫌気性処理 0日 4日¥ 7日 11日 14日 21日 
生 し 尿 
上清 尿 
沈溢 し 尿 
13，450 
9，500 
2，650 
13，850 
9，750 
3，800 
12，000 
9，000 
3，500 
11，700 
8，100 
2，700 
12，100 
7，950 
2，470 
11，500 
8，100 
2，680 
好気性処理
生 し 尿 
上清 し 尿 
沈漬 し 尿 
13，450 
9，500 
2，650 
12，360 
4，800 
1，620 
8，700 
2，840 
609 
2，110 
420 
350 
710 
190 
250 
460 
150 
210 
が，その価はほぼ一定するものと考えてすべて遠心
操作は A，OOOrpm15分と定めた。 
III-B 嫌気性処理，好気性処理し原の BOD5なら
びに COD値
生し尿，遠心上清し尿(以下し尿上清と略す〉な 
らびに沈澄を上清と等量の水で再浮瀞したし尿沈誼 
を2群に分け， 1群 3検体をそれぞれ 3.51嫌気鐘
に分注し， 1群 3検体を嫌気性処理， 1群 3検体を
好気性処理した。嫌気性処理群は 1日2回嫌気鐘を
振濯して内容を均一化し，好気性処理群は毎分 3.5 
1の通気を行ない，実験開始後4日目， 7日目， 11
日目， 14日目， 21日目に BOD5，COD値を測定
し，嫌気性処理，好気性処理の比較検討を行った。
実験開始時 (0日〉の BOD5は生し尿 13，450ppm，
し尿上清は 9，500ppm，し尿沈澄は 2，650ppm で 
実験結果は表2に示した。嫌気性処理を行なった生
し尿は 4日目 13，850ppm，7日目 12，000 ppm，11 
日目 11，700ppm，21日目 8，100ppmであった。
し尿沈澄は処理後4日目 3，800ppm，7日目 3，500
ppm，11日目 2，700 ppm，21日目 2，680ppmであ 
った。
好気性処理の生し尿は 4日目 12，360ppm，7日
目 8，700ppm，11日目 2，110ppm，14日目 710
p'pm，21日目 460ppmでし尿上清は 4日目 4，800
ppm，7日目 2，840 ppm，11日目 420ppm，21日目 
150ppmで， し尿沈澄は 4日目 1，620ppm，7日目
690 ppm，11日目 350ppm，21日目 210ppmであ
った。好気性処理は 3検体とも 11日ないし 14日 
固までに大きく 90%前後の減少を示した。 
し尿上清， し尿沈澄は図 2に示したように 7日目
までほぼ同様な残存率を示したにもかかわらず生し
尿は4日程遅れて減少している。このことは生し尿
中の沈澄部分の減少のずれが影響したものであろう
(単位 ppm)
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図 2.嫌気性処理，好気性処理による生し尿，

上清し尿，沈澄し尿の BOD残存率

と思われる。 14日以降は 3者ともほとんど変化は
なく，わづかに 2-3%の減少を示しているに過ぎ
ない。嫌気性処理ではし尿沈濯が一時大きく増加を
示したが， 水に再浮瀞することによって沈造中の 
BOD物質の溶解がおこり， BOD5 の増加となって
表われているが，生し尿，上清し尿は同じような残
存率を示した。 好気性処理の BOD5は著明な減少
を示したが，嫌気性処理では減少は認められなかっ 
た。 
CODは生し尿、7，600ppm，し尿上清 6，000ppm 
し尿沈溢 5，800ppmであった。嫌気性処理群の生 
し尿は 4日目 8，000ppm;7日目 5，200ppm，11日目
2，500 ppm，21日目 2，550ppm，し尿上清は 4日目
4，950ppm，7日目 2，550ppm，11日日 1，500ppm，21 
呂田 1，600ppm，し尿沈?査は 4日目5，800ppm，7日
自 5，100ppm，11日目 1，750ppm，21日 1，850ppm
で， 好気性処理の生し尿は 4日目 8，OOOppm， 7 
日目 4，150ppm，11日目 1，850ppm，21日目1，200 
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表 3. 嫌気性処理，好気性処理の COD変化 (ppm)
嫌気性処理 0日 4日 7日 11日 14日 21日 
生 し 尿 7，600 8，000 5，200 2，100 3，400 2，550 
上清 尿 6，000 4，950 2，550 1，500 1，800 1，600 
沈潰 し 尿 5，800 5，800 5，100 1，750 1，900 1，850 
好気性処理
生 し 尿 7，600 8，000 4，150 1，850 2，400 1，200 
上清 し 尿 6，000 4，750 2，600 950 2，600 750 
沈溢 し 尿 5，800 6，200 3，000 1，200 2，650 1，400 
% 
4 7 1 14 4 7 1114 21 

Days 

嫌気性処理
一一一生し尿
一一一一 上清清し
尿沈澄し
図 3.嫌気性処理，好気性処理による生し尿，

上清し尿，沈直し尿の COD残存率
 
ppmで， し尿上清では 4日目 4，750ppm，7日目 
2，600 ppm， 11日目 950ppm， 21日目 759ppm
で， し尿沈溢は 4日目 6，200ppm， 7日目 3，000 
ppm，11日目 1，200ppm， 21日目 1，400ppmで
あった。 以上の COD値の測定結果は表 3に， 
COD残存率は図 3に示したように， 嫌気性，好気
性両処理の 3検体とも同じ傾向の残存率を示し， 
BOD5のごとく嫌気性ならびに好気性処理にみられ
るような処理方法の相違によって明らかな差は認め
られなかった。しかしながら 7日以降は好気性処理
群が 7....10%低い残存率を示した。
以上のごとく， BOD5では嫌気性，好気性両処理聞
にまったく違った型の残存率を示したにもかかわら
ず，CODでは嫌気性，好気性の両処理で同様な残存
率を示し; BOD5，COD，は明らかに違った型の酸素
要求量指標であることがわかった。上記実験の結果
よりみて BOD5，CODを表わす物質はいかなるもの
であるか，またし尿中の溶解性物質および固型物と 
BOD5，CODの関係はいかなるものであるかを知る
ためセロハン透析チュープを使用して流水透析実験 
好気性処理
を併せ行なった。 
III-C BOD5，CODを表わすもの 
BOD5，CODを表わす物質について前述の実験で
得られた嫌気性，好気性処理の BODs，CODの相違
より， BODs，CODを表わす物質について検討する
ため次のごとき実験を行なった。実験方法は前述の
実験と同じ条件で嫌気性処理，好気性処理を行なっ
たが，本実験では上清し尿，沈潰し尿については行
なわず，生し尿についてのみ行なった。
実験は前述の好気性処理よりみて 11-14日でほ
ぼ一定するものとみて，処理開始後 5日， 10日， 15 
日目に試料を採取し， その 1/2量で BOD，COD， 
有機酸アルカリ度， NH3-N，AL-N，エーテル抽出
物，灼熱減量を測定し，残り 1/2量を 40時間流水
透析した後，透析残存物質についても上記の測定を
行なった。 
a) BODsと透析結果
測定結果は表4に示したように生し尿の BODsは 
11，000 ppm，透析残 BODけま 3，360ppmで 70%の
透析率を示している。 BODsは5日目 12，650ppm， 
15日目 12，800ppmと 15....16%の増加を示してい
るが，透析残 BODsは5日目 2，860ppm，10日目 
2，300 ppm 15日目 1，800ppmと5日目ごとにほぼ 
500ppmの減少をみている。図 4に示したごとく全
体として BOD5値は増加しているが，透析残 BODs
は 15日目で 46.5%の減少を示した。好気性処理
表 4. 嫌気性処理，好気性処理の BOD
ならびに透析残 BOD(ppm) 
BOD 0日 5日 10日 15日
嫌気性処理 11，000 12，650 12，400 12，800 
透析残 3，360 2，860 2，300 1，800 
好気性処理 11，000 11，400 3，850 2，500 
透析残 3，360 2，500 2，250 1，260 
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嫌気性処理 好気性処理 
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図 4.嫌気性処理，好気性処理の BOD5 なら
びに透析残 BOD5
では前回の実験のように 15日で 77.3%減少して
一いるが，透析残 BOD値は 3，360ppmより 1，260 
"ppmと 62.6%の減少率を示した。 15日の全 BOD5
の 1/2が透析残 BOD5であり，好気性処理によって
速かに減少するのは透析性の低分子性の BOD5物質
であることを示した。 
b) CODと透析結果
生し尿の CODは 6，600ppmで透析残 CODは
，3，	800ppmで 59.5%が透析残 CODであった。
嫌気性処理，好気性処理の CODは表5ならびに
表 5. 嫌気性処理，好気性処理の COD
ならび広透析残 COD(ppm) 
COD 0日 5日 10目、 15日
嫌気性処理 6，600 4，050 4，500 3，500 
透折残 3，800 2，750 3，100 2，650 
好気性処理 6，600 4，600 4，250 3，200 
透折残 3，800 2，650 2;850 2，550 
嫌気性処理 好気性処理 
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図 5.嫌気性処理，好気性処理の COD
ならびに透析残 COD
図5に示したご、とく，両処理とも前回の実験と同様
な傾向の残存率を示した。透析残 CODについてみ
ると，嫌気性処理5日に 2，750ppm，10日目に 3，100 
ppm，15日目に 2，650ppmで，好気性処理は 5日
目 2，650ppm，10日目 2，850ppm，15日目 2，550 
ppmと15日で 30持-33%の減少を示し，全 COD
中の透析 CODは嫌気性処理 850ppm，好気性処理 
650ppmと，透析 CODの減少が著明であった。 
c) 有機酸アルカリ度と透析結果
有機酸アルカリ度の測定は， し尿を 1時間静置し
沈降汚泥‘を除いた上清について，流水透析後も同様
に慣して測定した。 結果は表6ならびに図 6に示し
すーー
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表 6. 嫌気性処理，好気性処理の有機酸アノレカリ
度，ならびに透析残有機酸アルカリ度 
(ppm) 
有機酸度
アルカリ 0日 5日 10日 15日 
嫌気性処理 4，150 4，740 5，000 5，360 
透析残 320 360 360 250 
好気性処理 4，150 3，750 830 660 
透析残 320 310 430 400 
嫌気性処理 好気性処理 
P?仇 pp ー
5000 sooc 
園 車 躍 圏 斗国一 v.唱s 0 10 15 P吋sO
図 6.嫌気性処理，好気性処理の有機酸アルカ
リ度ならびに透析残有機酸アルカリ度
嫌気性処理では実験初日に 4，150ppm，5日目 
4，740 ppm，10日目 5，000ppm，15日目 5，360ppm， 
と29%の増加を示し，好気性処理では 5日目 3，750 
ppm，10日目 830ppm，15日目 660ppm，であり，
特に 5日目より 10日目の 5日間に 2，920ppm減少
し，実験初日の有機酸アルカリ度の 70%減少は著
明で， BODの 69% の減少とほぼ等しい減少率を
示した。透析残し尿中の有機酸アルカリ度は 310 
ppm，より 430ppmであった。
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d) AL-Nと透析結果
この実験に用いたし尿の含窒素化合物のAL-Nで
表わされた値は 1，641ppmで透析残AL-Nは 206 
ppmであり， 87.5%と，透析性の AL-Nが極め
て多い。逐日の測定結果は表 7に示した。嫌気性処
理では 5日目 1，530ppm，10日目 1，279ppm，15日
目 1，016ppmと漸次減少を示し，流水透析残の 
AL-Nも 206ppmより 15日目で 120ppmに減少
した。好気性処理では， 5日目 876ppm，10日目 
165ppm，15日目 193ppmと 10日目でほぼ減少
は一定するものと思われる。図 7に示したごとく流
水透析によって残存する AL-Nは， 両処理聞に著
明な差はなく，わづかに好気性処理に低い値を示し
ているが， 好気性処理によって透析性の AL-Nの
減少が著明であることが認められた。
表 7.嫌気性処理，好気性処理の AL-N
ならびに透析残 AL-N(ppm) 
AL-N 0日 5日 10日 15日
嫌気性処理 1，641 1，530 1，279 1，016 
透析残 206 154 118 120 
好気性処理 1，641 876 165 193 
透析残 206 123 117 89 
嫌気性処理 好気性処理 
pp~休 
l回世1lin 
100。 
50。
一 
切。
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図 7.嫌気性処理，好気性処理の AL-Nなら
びに透析残 AL-N 
e) エーテル抽出物と透析結果
生し尿のエーテル抽出物は 1.62g/lで透析残存
物質中のそれは 1.34g/lで， 82%が透析残存物質 
に存在している。測定結果は表8に示したごとく嫌 
気性処理では 15日目 1.17g/lと減少したが透析
残エーテル抽出物も 15日目 0.83g/lと減少し，全
表 8.嫌気性処理，好気性処理のエーテル拍出
物，ならびに透析残エーテル抽出物 (g/l)
エーテル 
抽 出 物 0日 5日 10日 15日
嫌気性処理 1.62 1.2 1.48 1.17 
透析残 1.34 1.0 0.94 0.83 
好気性処理 1.62 1.51 0.71 0.62 
透析残 1.34 0.77 0.62 0.36 
嫌気性処理 好気性処理
q‘官主ご札口 J~oo 
1000 {o∞ 
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図 8.嫌気性処理，好気性処理のエーテル抽出
物ならびに透析残エーテル抽出物
エーテノレ拍出物と透析残エーテル抽出物の比率はほJ
ぼ一定であり，全エーテル抽出物中の減少と平行し
ている。好気性処理では 5日目 1.51g/l，10日目 
0.71 g/l，15日目 0.62g/lで 38.2%の残存率であ 
った。透析残エーテル抽出物は 10日目 0.62g/l， 
15日目 0.36g/lと 15日目の残存率は 36%であ
った。図 8にみるごとく好気性処理でも全エーテル
拍出物と透析残エーテル抽出物の減少の比率はほぼ
一定であった。好気性処理は嫌気性処理に比べて全
エーテル抽出物，透析残エーテル抽出物の減少が大一
きし、。 
f) 灼熱減量と透析結果
測定結果は表9ならびに図 9に示したごとく生し
尿の灼熱減量は 10.95g/lで， 透析残灼熱減量は 
8.74g/lであった。 嫌気性処理，好気性処理の 10'
日目の値は 9.48g/l，10.67g/lであり.15日目で
は 8.51g/l，8.59g/lと減少した。透析残存灼熱減
量も嫌気性処理5日目 7.12g/l，10日目 6.31g/l， 
15日目 4.74g/lで，好気性処理5日目 6.43g/l， 
10日目 6.62g/l，'15日目 5.44g/lと減少した。嫌一
気性処理，好気性処理の両処理聞に顕著な差はなえ
減少は同様の傾向を示した。
l
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表 9.嫌気性処理，好気性処理の灼熱減量 表 10. ガス撹持， インペラ撹持，嫌気性静置，
ならびに透析残灼熱減量 (g/l) 好気性処理の全 BOD5，透析残 BOD5沈
灼熱減量 O日 5日 10日
罰性処理
透析残 8.74 7.12 6.31 
好気性処理 10.95 10.63 10.67 
透析残 8.74 6.43 6.62
日一日山一問問 溢 BOD5の比較 (ppm) 
ガス BOD5 BOD5 透析残沈撞 
撹持 5 残存率 BOD5 BOD5 
UFOAUFhu8，100 100510 2，000 2，500 
i 
ハ 
噌 
10，800 133 
7，200 89 1，600 
守 
5，600 69 1，250 1，100 
1tljt 吋ι 
インペ BOD5 BOD5 透析残洗澄 1000 )1)00 ラ撹拝 残存率 BOD5 BOD5。8，100 100510 .2，000 2，500 
5 9，700 119 
00，. 加。 10 9，000 111 1，000 
~s 0 5 ~S 0 5 J5 )0 15 10 
図 9.嫌気性処理，好気性処理の灼熱減量なら
びに透析残灼熱減量
以上のように BODけま，嫌気性処理，好気性処理の 
BOD5残存率および透析性よりみて，有機酸と AL-
Nで表わされる物質に高い相関を有するものと思わ
れる。 
CODで表わされる値は両処理法の残存率および
透析性よりみて透析残存物質が大きな役割を示して
む、る。 
llI-D 嫌気性ガス撹梓，インベラ捜持，および好
気性処理の比較検討
現在のし尿消化処理は 300Cないし 370Cの中温
消化法が主流をしめ，他に無加温消化法も行なわれ 
ている。加温消化法ではいずれも 20日より 30日
前後の長い消化回数を要する。それに都市の人口増
加に伴い，汲取し尿の増加により消化槽の処理容量
の増大が望まれ，消化の高率化については必然の要
望となり麗々なる研究報告がなされてきている。
著者は発生ガス循還によるガス撹伴，インペラ撹
持，ならびに好気性処理によって BOD5値と透析性
の変化，遠心沈殿による沈溢の BOD5の変化を主
Jに，pH，全アルカリ度，有機酸アルカリ度， NH3-N， 
AL:-N，COD，灼熱減量の測定を行ない比較検討し 
た。測定は前回の実験と同様に処理前 (0日)， 5日
:目， 10日目， 15日目に行なった。嫌気性処理の対照と
15 8，700 109 750 800 
嫌気 BOD5 透析残沈澄 
静置。 
BOD5 残存率 BOD5 BOD5 
8，100 100510 2，000 2，500 
5 8，600 106 
10 9，300 114 1，600 
15 10，200 126 1，400 1，450 
好気
処理 BOD5 
BOD5 
残存率 
透析残
BOD5 
沈澄 
BOD5 
0 8，100 100510 2，000 2，500 
5 6，900 85 ノ 
10 1，900 23 1，700 
15 600 7 550 300 
処理し尿の BOD5は， 0日， 5日， 10日， 15日
に， 40時間流水透析残存物質の BOD5は， 0日，
10日目， 15日目のものについて，沈溢し尿の BOD
測定は， 0日， 15日目のものに行なった。今回の実験
に用いたし尿の BOD5は 8，100ppm，透析残 BOD5
は 2，000ppm，沈造 BODは 2，500ppmであった。
測定の結果は表 10に示す。
ガス撹持の 5日目の BOD5は 10，800ppm，10日
目 7，200ppm，15日目 5，600ppmで， 5日目 33510
の増加であったが，15日目は 31510の減少を示し
た。 
透析残 BOD5は 10日目1，600ppm，15日目1，250 
ppmで，沈溢 BOD5は 15日目 1，100ppmであっ
た。インペラ撹持の BOD5は5日目 9，700ppm，10 
日目9，000ppm，15日目 8，700ppmと， 5日目に 19 
Lて静置し尿を置き， 1日2回の撹持を行なった。%の増加を示しているが， 15日目は 9%となり， 
a) BOD5 透析残 BOD5は 2，000ppmより 15日目 750ppm，
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と沈漬 BOD5は 2，500ppmより 15日目 800ppm
と，ほぼ 2/3の減少を見ている。対照の静置し尿
の BOD5は，5日目 8，600ppm，10日目 9，300ppm， 
15日目 10，200ppmと，漸次増加を示したが，透析
残 BOD5は 10日目 1，600ppm，15日目 1，400ppm
で，沈溢 BOD5は 15日目 1，450ppmであった。 
好気性処理は前2回の実験のごとく大きく減少 
し，特に 5日目より 10日目の減少が 62%と特に
大であった。透析残 BOD5は， 10日目 1，700ppm， 
15日目 550ppm，沈漬 BOD5は， 2，500ppmより 
300ppmと減少している。 
透析残 BOD5と沈溢 BOD5を比較すると，実験開
始時，すなわち O日目は 2，000ppmと， 2，500ppm 
と，沈潰し尿が高いが， 15日目は透析残 BOD5と
洗濯 BOD5は差は認められず.嫌気性処理問の透析
残 BOD5の値は，インペラ撹持，ガス撹持，対照の
順に大きかったが，前2者の差は視覚的に同じよう
な撹持に見えるが，実際のし尿撹持の程度の差によ
るものと考えられる。透析残 BOD5，沈溢 BOD5の 
減少により，撹持によって BOD5物質の低分子.低
粒子化が行なわれたものであろう。
好気性処理では全 BOD5と透析残 BOD5の 10日
日， 15日目を比較すると減少の 90%は透析性の
BOD5であり，透析残 BOD5は550ppm，沈澄 BOD5
は 300ppmであった。 10日目より 15日固までの
減少は透析性 BOD5の消失後に透析残の BOD5物 
質の減少が著明であった。
b) COD 
生し尿の CODは 8，000ppmで，ガス撹持.イン
ペラ撹持，対照，および好気性処理の 5日目， 10日 
日， 15日目の測定で図 10に示したごとくばらつき
を見せているが，処理方法による差は認められなか 
った。 15日目の残存率は 70%より 83%の間であ 
った。 
c) pH 
pH測定結果は表 11に示したごとく.ガス撹持
は， 0日 8.3，5日目 8.5，10日目 8.3，15日目
8.2と， 5日目に一時増加し，処理回数と共に漸減
した。インペラ撹持では， 5日目 8.510日目 8.8
15日目 8.8と増加し，対照は， 5日目 8.2，10日 
目 8.4，15日目 8.2と大きな変化はなかった。
好気性処理は 5日目9.2，10日目， 9.2，15日目 
9.1であった。 
d) NHa-N. 
発生ガス循還によるガス撹持は図10に示したよう
8000 
g 
>:-5000 
a‘ 
2 

ιJ 
o 5 10 15 
-処理日数一
.一.ガス撹持
ム一一ム インペラ撹拝
。一一ーO 対 照 
x x 好気性処理
図 10. ガス携持， インペラ撹持，好気性処
理，嫌気性静置の CODの変化
に循還ガス中に含まれたアンモニアは塩化鉄溶液中
を通過する際にアンモン鉄を形成し沈殿する。塩化
鉄中のアンモニア量に増加する。
し尿中の NHs-NがO日 1，884ppmであったも 
のが，15日目 406ppmと大きく減少した。それに対
し，インペラ撹持法および対照では 2，111ppmじ
2，142ppmと，ほぼ 12%の増加を示した。好気怯
処理では， 15日目 380ppmと，ガス撹持に近い滅 
少を示した。
e) AL-N 
本実験のし尿の AL-Nは 1，022ppmで.ガス捜
持は 5日目 702ppm，10日目 571ppm，15日目
436ppm と漸減した。 インペラ法5日目 989ppm
15日目 935ppm，対照は 5日目 960ppm，15日目
725ppmであった。好気性処理は前回の実験同様に 
減少し， 5日目 510ppm，10日目 225ppm15日i 
目 125ppmであった。
嫌気性処理では，インペラ揖持，対照に顕著な差 
は認められなかった。ガス擾持は 67%の減少を示
した。 
f) 有機酸アルカリ度
測定結果は表 11に示したごとく， ガス擾持は
3，740ppmより， 5日目 3，900ppm，10日目 2，800' 
ppm，15日目 1，475ppmと， 61%の減少を示した 
のに対し，インベラ擾持では 5日目 4，500ppm，10' 
日日 4，400ppm，15日目 4，400ppmで，好気性処理
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表 11. ガス撹持， インペラ撹持，好気性処理，嫌気性処理の BOD5，COD pH有機酸
アルカリ度，全アルカリ度， AL-N，NH3-Nの比較
ガス撹持 (l/l!hr:12hr/day) 
有機酸ア 全アノレカBOD5 COD pH ルカリ度 リ度 AL-N NH3-N 。 8，100 8，000 8.3 3，740 8，900 1，022 1，884 
5 10，800 6，800 8.5 3，900 5，000 702 498 
10 7，200 6，000 8.4 2，800 4，140 571 655 
15 5，600 6，000 8.2 1，475 3，150 436 406 
インペラ撹持 (12hr/day) 
有機酸ア 全アルカBOD5 COD pH ルカリ度 リ度 AL-N NHs-N 。 8，100 8，000 8.3 3，740 8，900 1，022 1，884 
5 9，700 8，000 8.5 4，500 10，500 789 2，145 
10 9，000 6，800 8.8 4，400 11，600 550 2，696 
15 8，700 5，600 8.8 5，360 1-，479 935 2，111 
嫌気性静置(捷持2回/1日) 
有機酸ア 全アルカBOD5 COD pH ルカリ度 リ度 AL-N NHs-N 。 8，100 8，000 8.3 3，740 8，900 1，022 1，884 
5 8，600 6，000 8.2 4，500 9，450 960 1，895 
10 9，300 6，800 8.4 4，010 10，270 551 1，839 
15 10，200 6，200 8.2 4，400 9，840 725 2，142 
好気性処理 (l/l/hr:12 hr/day) 
COD pH 有機酸ア 全アルカ AL.，-N NH3-NBOD5 ルカリ度 リ度。 8，100 8，000 8.3 3，740 8，900 1，022 1，884 
5 5，600 7，600 9.2 1，800 4，760 506 725 
10 1，260 5，200 9.2 500 2，940 226 680 
15 600 5，600 9.1 550 1，900 126 380 
の有機酸アルカリ度は， 5日目 1，800ppm，10日目 ppm，15日目 1，900ppmと 21.3%の残存率を示 
500 ppm，15日目 550ppmと， 10日固までに大き しfこ。
く減少した。 以上の実験結果より捜持によって BOD5は一時急 
G) 全アルカリ度 激に増加する現象を認めた。増加は透析残存 BODr.
生し尿の全アルカリ度は 8，900ppmで，ガス捜持 の減少より大きな値を示し，全体として BODoの増
による変化， インペラ擾持による変化は表 11に示 加は透析膜使用による前述の実験結果と，先にわれ
した。ガス撹持の 5日目は 5，000ppm，10日目4，140 われの発表した低分子化，微粒子化による BOD値 
ppm，15日目 3，150ppmで 35.4%の残存率であ の高い物質への分解であることを確めた。また好気
っすこc 性処理の BODo減少の多くは透析膜を通過し得る低
インペラ捜持では 5日目 10，500ppm，10日目 分子，微粒子性の物質によるものであることより， 
11，600 ppm，15日目 11，470ppmで 28.8% の増 し尿の BOD5物質の多くは低分子性の物質であるこ
加を示した。 とを確認した。
対照は 5日目 9，450ppm，10日目 10，270ppm， し尿を嫌気性撹持によって低分子化，微粒子化が 
15日目 9，840ppmで 10.5%の増加を示した。 進むならば，捜持後好気性処理を行うことによっ
好気性処理は 5日目 4，760ppm，10日目 2，940 て，好気性処理日数の短縮を得られるのではないか
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表.12.嫌気性撹持後の好気性処理に及ぼす影響 -BOD5，COD，有機酸アルカリ度 AL-N，について
ガス擾 t半 好 気 処 理
日/好気回
~、一一一ヘ
7 9/2 11/4 14/7 16/9 
生'1処理法 。 
BOD5 10，650 12，750 8，550 7，900 4，800 2，900 
有機酸 4，600 4，600 3，800 2，680 950 600 
AL-N 
COD 
1，103 
8，400 
1，110 
6，500 
409 
6，000 
257 
6，000 
167 
7，0∞ 
103 
6，400 
処理法 インペラ援持 好気性処理 
日/好気日
f一J、一一「
7 9/2 11/4 14/7 16/9。 
BOD5 10，650 13，700 9，700 8，400 4，100 1，550 
有機酸 4，600 5，350 4，120 4，120 2，050 980 
AL-N 1，103 980 520 476 196 106 
COD 8，400 7，400 6，600 6，600 7，600 6，000 
処理法 好 気 t生 処 理
日 。 7 9 11 14 16 
BOD5 10，605 6，550 5，470 3，250 1，570 1，200 
有機酸 4，600 2，100 1，350 480 500 500 
AL-N 1，103 627 375 95 75 106 
COD 8，400 8，800 6，600 6，600 7，200 6，600 
(単位 ppm.)
と考え，次のごとき実験を試みた。 しく，日数にして 2日程の短縮を認めた。 
III-E 嫌気性揖梓の好気性処理におよぼす影響} b) 有機酸アルカリ度
実験は前回と同条件で 7日間ガス捜持およびイン 有機酸アルカリ度はガス捜持，インベラ撹持の 7
ベラ撹持を行ない，その後直ちに好気性処理を行な 日間の変化はインペラ擾持で750ppm増加したが，
った。対照は始めより好気性処理を行なった。 ガス捜持は変化なかったが好気性処理後9日目の値
測定は実験開始より 7日目， 9日目， 11日目， 14 はガス擾持 600ppm，インペラ捜持 980ppm，対照
日目， 16日目に試料を採取し， BOD5，有機酸アル の好気性処理 1，350ppmに較べて減少が早いこと
カリ度， AL-N，COD5について行なった。 が認められた。 
a) BOD5 C) AL-N 
測定結果は表 12に示したごとく，ガス捜持， イ AL-Nは実験開始 (0日)1，103ppmでガス捜
ンペラ撹持 7日間の BOD5の増加は 10，650ppmよ 持 7日後は 1，110ppmと変化なしインベラ擾持は
り12，750ppm，13，700ppmとそれぞれ 2，100ppm， 9，80ppmと 123ppmの減少がみられた。 
3，050ppmの増加を示した。 好気性処理後9日目の変化はガス撹持， インペラ
好気性処理を 7日間行なった 3者を比較すると， 捜持ともにほぼ等しく，対照の好気性処理の 11日
ガス擾持の BOD5値は 4，800ppm，インペラ捜持の 自の値と等しく，撹持によって 2日程早く減少する 
BOD5~直は 4 ， 100ppm，対照の好気性処理では 6 ， 550 ことが認められた。 
ppmであり， 9日目の比較ではガス捜持 2，900ppm， D) COD 
インベラ捜持 1，550ppm，対照 5，470ppmで， イ CODは実験開始 (0日)8，400ppmで実験 16
ンペラ捜持は対照の好気性処理と較べて 3，920ppm 日目の三者の値はガス擾持 6，400ppm，インベラ擾
の減少を示した。 持 6，000ppm，対照 6，600ppmと前述の実験のご
14日目の値ではインペラ捜持は対照に較べて日 とく有意の差は認められなかった。 
数にして 5日間の短縮を見せている。
ガス捜持と対照の 9日目の差は 2，570ppm であ
IV.考察 
り，ガス捜持 9日自の値は対照の 11日目とほぼ等 BODとは水中に存在する分解可能な有機物を水
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中微生物の作用により安定化，無機化するために利
用される酸素の量をもって不安定かつ短期間内に分
解可能な有機物の量を示すものである。実際にそれ
ら有機物の質的量的な問題は，有機物の種類も多
く，かつまた複雑であり，それら有機物に対する微
生物の多様性を考え，個々に論ずることはできない
が， し尿処理本来の目的は不安定な腐敗性有機物を
分解し，これを安定無機化するに外ならず，それら
有機物を総合して BODとして標示しているのであ
って，水質汚濁のー標示として実際的に妥当である
か否かを合田28)は詳細に論じ，その妥当性を確認し
ている。し尿中の BODo物質として揮発性有機酸，
含窒素化合物等が関与しているが有機酸の存在が
BOD5値の 1/2ないし 1/3を占めることを本多29)
は報告している。 また化学処理分離液， 消化脱離 
液，下水についても測定を試み30〕81〉，個々の有機酸
の BOD5についても報じている32)。し尿は下水と比
較して極めて濃厚であり固型物も多く有機物も多量
に存在する。下水試験法に示されているように溶解
性物質， 1手潜物質を分けるに漉、紙法あるいはグーチ
ノレツポ法で漉別することは不可能で，著者は 4，000
rpm，15分の遠心分離で一定の有機物量，無機物量
を得ることを確め，生し尿を遠心上清と沈漬に分け
それぞれの BOD5の測定を行なった結果は，生し 
l
尿 BOD5与上清 BOD5+沈澄BOD5で，合田の下 
水について行なった結果と同様であることを得た。
更にセロハン膜による流水透析結果より生し尿の
BOD5の多くは透析され得る低分子性物質であるこ
増加が認められた。
汚泥の嫌気性消化処理において存在する主なる有
機酸として酢酸をあげ，その他低級脂酸の生成をも
認めた McCarty(3o)の実験で，有機物の嫌気性醗酵
の際，蛋白質，脂肪，炭素化合物よりの主たる生成
物は酢酸であり，プロピオン酸は炭素化合物，蛋白
質の一次的な産物で，酪酸の生成は蛋白質，脂肪よ
りの一次的な産物であることを報告している。この
ように有機物の嫌気性分解の最終過程37)として，ま
たガス化の前段階としての低級脂酸の分解が行なわ
れていることが， AL-Nの減少，エーテル抽出物の
減少が有機酸の増加を来し，全体として BODo増の
加を招き，嫌気性処理による透析残BOD5の減少と 
なることが推察される。
Mueller(38)は嫌気性汚泥消化の研究で有機物の過
剰投入により総有機酸量の増加を認め，有機酸組成
では酢酸の減少とプロピオン酸および酪酸の増加を
述べ，このような有機酸の増加は消化処理が充分行
なわれていないことを認めている。
遠藤抑制が行なったし尿の高温消化実験において
も同様に報告され，これらの実験に加えてし尿を 1 
日 12時間撹持することによって， BOD5の増加す
ること，有機酸の増加も，多くの実験と考え合せる
と， 消化過程の進行あるいは停滞の現象として，
BOD5，有機酸の増減をもって標示41)42)とすることが
可能と考えられる。
一方 AL-Nで表わされる窒素化合物について， 
萩原43)は下水， し尿を用いて無機態アンモニアの存
とを認めた。好気性処理を行なった実験では BOD5 在により AL-Nの生成を認めている。それらが有
の減少が極めて大きいことが報じられているが27)， 機態窒素化合物 ζコ無機態窒素と可逆的に分解合成 
38〉，著者の行なった実験でも同様の結果を得た。 が行なわれたとしても，汚水中にあっては，有機態
遠心上清し尿の BOD5残存率と，生し尿の BbD5 窒素化合物は腐敗性有機物であることに変りはな
残存率とを較べ前者の残存率の低いこと，ならびに
透析残BOD5の極めて低いことより好気性処理によ
って除去された BOD5の多くは透析性の低分子性
BOD物質であることを認めた。 Keefer(ωの述べる
活性汚泥法で SuspendedSolidの除去率と BOD5の
除去率が平衡することはこのように好気性処理によ
つて溶解性，すなわち透析性 BOD5物質の除去にょ
り全， BOD5と透析残 BOD5がほぼ等しい状態の時
に平衡関係が成立することが推察される。嫌気性で
し尿の撹持，静置の条件で処理日数と共に透析残
BOD5の減少は，本多等の可溶化，田波35)の BOD 
物質の低分子化による BOD5値の高い物質への変化
を意味し，BOD5物質として高い値を示す有機酸の
い。嫌気性処理，好気性処理の BODo残存率，流水
透析率よりみて BOD5と高い相関関係にある ζとが
推察され，嫌気性処理の AL-Nで表わされるN量 
の減少が，有機酸の増加， NH3-Nの増加となって
表われることを考え， し尿中の有機態窒素化合物が
脱アミノ反応による有機酸生成への基質であり，か
っBOD5物質として大きな意義を有するものと思わ
れる。
エーテル抽出物は大部分透析残存物質中に存在し
ており，BOD5の透析性と考え合せると，それ自体 
BOD物質として否定はしないまでも， McCarty(36) 
の述べるメタン醗酵過程において，油脂や中性脂肪
が生物学的 P酸化を受け，有機酸生成への中間産
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物として，更に有機酸生成としての意義を有するも 動よりほぼ等しいものとしたが，撹持によって透析
のと考えられる。 残 BODd[宣の減少よりみてインペラ撹持はガス擾持
通常 BODの測定は微生物の存在において 5日間 より擾持の度合は大であったと推定した。擾持によ
に酸素を消費する量より不安定な腐敗性有機物の量 る有機酸の蓄積よりし尿消化の進行阻害41)が認めら
を標示した値であるが， CODは汚水中の物質の純 れているが，インペラ捜持とガス捜持の比較におい
化学的な酸素の消量量を示したもので，汚水中の有 てガス捜持ガス循環中の脱アンモニア効果によって
機物あるいは無機物の酸素消費量より測定するもの 消化が大きく左右された。
で，純化学的で生物学的酸化とは異って酸化物の選 し尿の pHは溶解性の重炭酸アンモニウムそのイ也
択は行なわず，生物学的に安定な物質をもすべて酸 し尿中に存在するアンモニウム塩類によって規制さ
化する。かように BOD5と CODの酸化の表現は れる紛47)。遠藤はし尿のように 8以上の高い pHは
物質の種類によりはなはだ特徴的である。合田によ 重炭酸アンモニウム，炭酸アンモニウム系により，
れば，純物質について完全酸化に要する酸素量，理 中性付近では重炭酸アンモニウム‘炭酸ガス系であ
論的酸素要求量 (TheoreticalOxygen Demand)に ると述べ，ガス擾持による pHの低下はアンモニア
対する 5日間の BODの比率， CODの比率は物質 の除去によるものと考えられる。またし尿消化にお
の種類によって異ることをあげ， TODに対する ける過度の擾持はガス発生を低下せしめ有機酸の異 
CODとBOD5の比較で糖質はほぼ等しく，アミノ 常蓄積を来して消化を阻害するとしているが，アン
酸では CODは BOD5 より低い割合を示し，脂肪 モニアの除去により，有機酸量の減少，AL-Nの滅
酸，有機酸は CODとして非常に低い値を示すこと 少，それによる BOD5の減少となって現われて，消
を述べ，物質構造により CODは大きく変り，微生 化阻害の状態は認められなかった。アンモニアの蓄
物による生物学的分解が進むに従って CODは相対 積をみたインベラ捜梓ならびに静置対照では有機酸
的に低くなっている。著者の実験で嫌気性処理，好 の増加， BOD5の増加よりみて消化が停滞している。.
気性処理の方法の差は認められなかったが，消化が このようにアンモニアおよびその塩類の消化進行に
停滞しているとした嫌気性処理でも物質の低分子化 対して毒性の強いことは McCarty(48)，Albertson (49) 
により BOD5 とは逆に COD値の低い物質への分 Snell<叩らの汚泥消化の実験において強調されてい
解によって，処理日数と共に CODの減少となって る。消化を阻害するアンモニウム塩の濃度は，その1
表われるものと推察される。全し尿， し尿上清， し アンモニウム塩の種類によって異り一定ではない
尿沈溢の嫌気性処理，好気性処理においでほぼ等し が，重炭酸アンモニウムでは 1，250ppmであり，塩
い残存率を示したが，実験 1 日目より 21日固ま 化アンモニウムでは 1，800ppmより 2;000ppmで
での嫌気性処理に比較して，好気性処理の低い残存 あろうとしている。 McCartyは重炭酸アンモニウ
率は CODとし低い値をしめる低分子物質の量的な ム塩のガス発生に対する阻害は大きく，その阻害は
差によるものと考えられる。遠藤も彼の実験で 有機酸の濃度と共jこ増大することを認め，高濃度の 
CODと BOD5は異り，消化温度の差によっても変 アンモニウム塩の存在の下では有機酸 2，000ppm
化なくほぼ一定な CODを示し，処理方法による差 より 3，000ppmでガス発生をいちじるしく減少せ
は認められなかったと述べているo しめるとしている41)。いづれにせよ下水と異りし尿
実際に BOD5 の測定は 5日間の日数を要するこ のように多量のアンモニアおよびその塩類の存在す
と，また微生物に対し有害な物質を含んだ工業廃水 るものでは消化の阻害が考えられる。
等では BOD5の測定は不適であり，CODをもって し尿消化槽中でし尿の有機物が生物学的に完全に 
BODに変わる示標として COD:BODの相関関係 分解されるならば，よくその目的を達成し得るもの、
について多くの報告があるが23)4心掛，個々の組成の である・しかし，実際には限られた処理日数と毎日
同じようなし尿あるいは汚水について相関は認めら の連続投入によって，完全に安定化することは不可
れでも，嫌気性処理の COD，BOD5と好気性処理の 能である。 
COD，BOD5 との比率は逆転しており，汚水全体と 消化進行の度合の優劣を判定する基準(16)-(22) と
して考えるならば不適当であり，相関の存在する可 して，有機物量の減少， BOD5，CODの減少，ある
能性は否定することができるものと思われる。 いはガス発生量が，その試験項目として考案されて
ガス撹持，インペラ擾持の程度は肉眼的にその流 来ているが，いづれの型の消化槽にも共通する一般
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的な基準として用いがたい欠点を有している。いづ
れの型の消化槽であっても，その消化状態を正しく
示す指標として，何を測定し，何をもって消化の良
否を標示すべきか極めて重要な問題点であろう。
現実の消化槽において， じ尿成分中のいかなる物
質が，どのような過程で消化され，分解が行なわれ
てゆくかを解明する事は出来ないが，主として，消化
によって，どのような物質が比較的容易に変化し，
どのような物質が減少あるいは増加するかも充分考
察されていなし、。
これは，実際の消化槽においては，消化槽の容量 
と処理日数によってし尿の投入量が決定されるこ
と，単槽式，二槽式，多槽式の型式の差異，ガス援
梓のような強制的損持のもの，あるいは従来のよう
なゆるやかな機械捜伴を行なっているものでは，撹 
持対流の速度も異るため同一成分のし尿を処理した
場合でも，脱離液汚泥の境界すら明かでなく，上層，
中層，下層の成分含有量も異り，全体として均一な
試料を採取することは不可能である。
このことより，各種の消化方式の異なれる消化槽
について，ほぼ均一な試料を得がたいことより投入
生し尿と比較して，有機物量， BOD5，COD等の減
少の割合より消化の度合を比較する判定試料として 
は，以上の理由により消化進行の度合を現わす指標
として難点を有する。 
著者は，連続投入の消化処理法とは差があるにし
ても，回分法によってし尿の物質的消長を，前述し
た嫌気性処理，好気性処理を行なった実験結果の比
較より，各処理方法の差はあるが，大きくその値の 
変動をみたものは， 有機酸であり AI-Nで表わさ
れる物質であった。それら低分子性の有機物を全体
としてみた場合 BOD5値の変動を現わすものの大部
分であると考えられる。これは，流水透析の結果よ
り，それ日有機物は透析性の低分子物質であり， し
尿の BOD5の透析性部分であると考えられる。
一方，有機物量，有機性窒素，エーテル抽出物で
表わされる物質，あるいは COD値は，大部分非透
析性の浮瀞物質中に大きな値を示し，処理日数と共
質の BODoの変動は，各種消化処理方式によって，
それぞれ差はあるが比較的容易ば変化し得るものでJ
あることが透析を行なった実験よりわかった。
これよりし尿消化効果として得られるものは表面;
上，透析性 BOD5を与へるし尿の透析性の低分子物F
質，すなわち，有機酸，AI-Nで表わされる物質の
量的な変化に過ぎないと考えるのが妥当であろう。
このことは谷川の行なった，し尿処理場実態調え
査く仰において， 著者の実験に用いた生し尿を得た:
処理場の同時期の消化脱離液の BOD5は 3，000町
3，800 rpmであり，その内透析残 BOD5はほぼ 50・
%を示し，同期の生し尿と比較して透析性の低分子拘
物質による BOD5の減少がとくに顕著であること
を確めた。
CODについては 2，500rpm前後の内約 50%は;
透析残物質の値で，汚泥をも含めた消化槽全体の均ー
一化したし尿ならば透析残 CODのしめる値はさら、
に大きいものと推定される。
透析残 BOD5と遠心沈澄 BOD5がほぼ等しい結f
果より，透析性の BODo物質が遠心上清中の BODか
物質として考へられる。このことから， し尿消化槽
，"000rpm，4の機能として脱離液の比較を行なう場合 
15分の遠心上清の BOD5の値をもって標示するこ
とが可能であろう。又，同時期の生し尿の遠心上清ー
BOD5と脱離液遠心上清の BOD5の比率によって
消化の進行或いは停滞の現象をも現すことが可能で
あろう。
v. 車窓 括
し尿消化槽にはいくつかの形式のものが開発され，
ているが， 消化の優劣を判定する概念に欠けてい
る。消化槽の機能としては槽内でまづし尿の低分子'
化が促進され，次に低分子化された有機物が順次ガ
ス化されて槽外へ駆出されることが必要である。
本研究で取り挙げた消化方式は嫌気性処理とし
て，静置，ガス撹持，インペラ撹持，および好気性
処理を用い，下水試験法に示されている BOD，COD'
試験の測定を中心に，その他多くの試験項目の測定
に漸減するが，処理方法の差異によっても， BOD5 結果より， し尿消化効果を比較すると，消化によっ
値のごとく変化が認められず，両処理方法とも同傾
向の減少を示した。
このように， し尿を透析性の液状成分と非透析性
の国型物或いは浮瀞物質に大別して考へるとき嫌気
性処理，好気性処理の非透析物質の BOD5値の減少
が両処理とも同様の傾向であり，透析性の低分子物
て得られた物質的消長は，主として有機酸ならびに
AI-Nで表わされる低分子物質が大きな値を示して
いる。しかし他の物質として表わされる値には，透ー
析率，残存率より両処理とも有意の差は認められな
かった。
汚水等の有機物全体を表わすとされている BODレ
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f直の，透析部分または遠心上清の BOD5の増減は， 
p有機酸と AI-N で表わされる物質にほぼ一致した
，傾向の減少率を示すことより， し尿処理効果を表す
には遠心上清の BOD5 で標示することが有意義で
ある。 BOD5の試験には5日間の日数を要するため
遠心上清の有機酸量と AI-Nの値をもって標示す
ることの可能性を有するものと考へられる。 
COD については，透析残物質，あるいは遠心沈
澄に大きな値を示し，透析部分，あるいは遠心上清
の COD値は両処理法とも有意の差は認められず，
一下水試験法に用いられている COD値をもってし尿
消化効果を表わすことは適当でないと考へられる。
実験結果を要約すると， 
(1) し尿をセロハン膜透析性の低分子物質と非
:透析性物質に分けると，透析性の低分子物質はBODs
が高く，CODは非透析性物質に高い値を示した。 
(2) 嫌気性処理では初期に BODsの増加を認
め，好気性処理では初期より速かな BOD5の減少を
主忍めた。その増減は主として透析性物質の BODs
で，非透析性物質の BODsは両処理とも同様な減少
を示した。 
(3) CODは嫌気性処理， 好気性処理とも同様
な減少の傾向を示した。 
(4) 透析性物質の BODsは嫌気性処理，好気性
処理の残存率より有機酸と AL-Nに高い相関が見
られた。 
(5) し尿の嫌気性処理および好気性処理の 
BODs残存率，COD残存率より BODs:CODの相
関は認められなかった。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導ならびに御
校闘を賜わった田波潤一郎教授に深甚なる謝意を表
するとともに，教室員各位の御協力に対 L厚く謝意
を表します。
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